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短　報

はじめに
トレッドミルなどの後進歩行練習がパーキンソ

ン病患者や脳卒中患者に用いられており， 平地歩

行能力の改善に効果があると報告されている 1-3）．

また， 歩行練習後の最大歩行速度の向上につい

ては， いくつか報告があるが， トレッドミルや歩

行練習に筋力増強運動プログラムを追加するなど

した内容が多い 1-4）．

歩行速度を即時的に向上させることができる歩

行練習は， 短期間で歩行能力を改善させる可能性

がある． 歩行は， 自立した生活において欠かせな

い能力であり， 歩行練習は移動能力の回復の指標

としてリハビリテーションの分野で多く実施され

ている． 歩行能力の評価の 1 つである最大歩行速

度の評価は， 特別な機器を必要とせず臨床場面で

用いられる一般的な手法である． 最大歩行速度

は， 筋力と関連しており 5）， 運動の特性をみるだ

けでなく， 加齢に伴う身体運動機能の変化を測定

する上で重要な指標でもある．

本研究の目的は， 後進歩行練習の即時効果が最

大歩行速度にどのような影響を与えるのかを検証

することである． そこで， 後進歩行練習の即時効

果を明らかにするため， 比較対象として前進歩行

練習を実施させ， その即時効果の違いを比較検討

した．

方法
対象は健常若年者 13 名 （平均年齢 27.1 ± 6.6

歳， 平均身長 170.0 ± 5.6cm， 平均体重 60.3±

8.9kg， 男性 11 名女性 2 名） とした． 全対象者に
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行練習中の歩行率と歩行速度， 距離の比較， 練習中の歩行率と最大歩行の歩行率との関連を検証した． 結

果は， 後進歩行練習が， 練習前と前進歩行練習よりも最大歩行速度に有意な向上を認めた． 一方， 前進歩

行練習が後進歩行練習よりも， 歩行距離， 練習中の歩行率と歩行速度が有意に高かった． 各々の練習中の

歩行率と最大歩行の歩行率との関連は認めなかった． 後進歩行練習は， 前進歩行練習と比較して， 歩幅や

歩行率を大きく変えることなく， 即時的に最大歩行速度を高めることが示唆された．
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り， ヘルシンキ宣言の趣旨に沿い， 口頭および文

書にて本研究の内容について説明し， 十分理解し

た上で承諾を得た． データは， 個人が特定される

危険がなくプライバシーが十分に保護されること

を， 対象者に伝えた上で実施した．

対象者は， 歩行練習前に前後 1.5m の補助路を付

加した平坦な 10m 歩行路を最大速度で歩行し， 検

者がストップウォッチにて歩行速度と歩数の計測

を行った． その後， 対象者毎に， 前進歩行練習 -

後進歩行練習の実施順序は無作為に振り分け歩行

練習を実施した． 各条件で歩行練習終了直後に，

最大歩行速度を再度測定し， 10 分間の休憩を取っ

た後 6）， 残りどちらかの歩行練習を実施した． 歩

行練習は 10m の歩行路を往復する方法で実施し

た． 前進および後進歩行速度は本人の快適速度と

し， 歩行練習は 5 分間とした． また， 安全面に配

慮し検者の監視下で実施した．

歩幅は， 歩行距離 （m）/ 歩数× 100 ＝歩幅 （cm）

に当てはめて算出した． 歩行率は， 最大歩行速度

測定時に計測した歩数と時間から算出した． ま

た， 各歩行練習中の歩行速度は， 歩行距離と練習

時間から算出し， 歩行率は 1 分間に歩いた歩数と

した．

データ解析
歩行練習前， 前進および後進歩行練習後の， 最

大歩行速度， 歩幅， 歩行率の差は Friedman 検定を

行い， 有意差が認められた場合に， 多重比較検定

を実施した． 各歩行練習中の歩行速度， 歩行率，

歩行距離の差は Wilcoxon の符号付順位検定を行っ

た． 各歩行練習中の歩行率と練習後の最大歩行速

度の歩行率との関連は， Spearman の相関係数で検

証した． 各々の有意確率は 5% 未満とした． 統計分

析には， SPSS ver.19.0 を使用した．

結果
歩行練習前と前進および後進歩行練習後にお

いて， 最大歩行速度の有意差が認められた （χ ² 

=17.0　df=2p<0.01） （表 1）． 歩幅と歩行率は， 有

意差を認めなかった （表 1）．

多重比較検定の結果， 後進歩行練習後は， 歩行

練習前 （p<0.01）， 前進歩行練習後 （p<0.01） より

も， 最大歩行速度が有意に向上した （表 1）．

また， 前進歩行練習が後進歩行練習よりも歩行

率， 歩行速度， 距離が有意に高かった （p<0.01）

（表 2）． 各々の練習中の歩行率と最大歩行速度の

歩行率との相関は認めなかった （表 2）．

表 1．歩行練習前・前進・後進歩行練習後の測定項目データ

項目 歩行練習前 前進歩行練習後 後進歩行練習後 P 値

最大歩行速度 1.88 ± 0.20 1.86 ± 0.24 2.05 ± 0.28

†† p<0.01

　*p<0.01

 **p<0.01

歩幅 82.9 ± 10.5 80.9 ± 7.9 82.1 ± 9.2 n.s.

歩行率 2.28 ± 0.20 2.30 ± 0.16 2.53 ± 0.49 n.s.

対象者 n=13　　　最大歩行速度 =m/s　　　歩幅 =cm　　　歩行率 = 歩 /s　　　Bonferroni 検定 ； * 歩行練習前と後進歩行練習後，

** 前進歩行練習後と後進歩行練習後で有意差あり　　　†† : Friedman 検定 ； χ²= 17.0　df = 2 p<0.01

表 2．前進・後進歩行練習中のデータと最大歩行速度との歩行率の　相関係数

項目 1 前進歩行練習 後進歩行練習 P 値

歩行率 109.8 ± 20.5 72.9 ± 15.5 p<0.01

歩行速度 1.26 ± 0.20 0.84 ± 0.19 p<0.01

歩行距離 379.3 ± 58.9 253.8 ± 55.7 p<0.01

項目 2 前進歩行率 後進歩行率 P 値

歩行率 -0.049 -0.254 n.s.

対象者 n=13　　　項目 1 ： 歩行率 = 歩 /min， 歩行速度 =m/s， 歩行距離 =m　　Wilcoxon の符号付順位検定 ； 前進歩行練習と後進歩

行練習のすべての項目に有意差あり　　　項目 2：各々の練習中の歩行率 （歩 /min） と最大歩行速度の歩行率 （歩 /s） の相関係数；

Spearman の相関係数 ； 相関関係なし
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考察
最大歩行速度は， 歩幅や歩行率の変動が少な

く 7）， 歩行能力の改善， 維持の指標となっている．

本研究の結果より， 最大歩行速度は， 歩行練習

前と前進歩行練習後においては， 有意差を認めな

かった． また， 歩幅， 歩行率も同様に有為差は認

められなかった． これらの詳細な理由は不明であ

るが， 5 分間の快適速度による前進歩行練習は，

最大歩行速度の向上に必要な運動負荷量ではな

かった可能性が推察される． 一方， 後進歩行練習

は， 練習前， 前進歩行練習よりも最大歩行速度の

向上を認めたが， 歩幅， 歩行率の差は認めなかっ

た． これは， 後進歩行練習が前進歩行練習後の歩

幅と歩行率に近い状態で， 最大歩行速度を向上さ

せる即時効果があることを示唆した． また， 練習

中と最大歩行速度の歩行率との関連がないことか

ら， 練習中の歩行率は最大歩行速度に影響を与え

ないことが示された．

後進歩行は前進歩行よりも， 歩行練習中の歩行

率と歩行速度が有意に低い結果となった． 藤澤

ら 8） は， 若年健常者の後進歩行は前進歩行と比較

して， 速度によって歩行率が異なると報告してお

り， 本研究においても速度の違いが影響した可能

性が推察される．

後進歩行は前進歩行とは異なった歩行様式とな

り， ハムストリングスや腓腹筋の筋活動が高くな

ると報告されている 9）． 本結果も， 後進歩行練習

の特徴的な， ハムストリングスや腓腹筋の筋活動

が， 最大歩行速度の向上に影響を与えた可能性が

ある． したがって， 後進歩行練習は， 最大歩行速

度を向上できるプログラムの 1 つであると考えら

れた．

本研究の限界
限界として， 本研究では筋活動についての計測

を行っていないため， 筋活動改善効果の検証が充

分に行われていない． また， 対象者が健常若年成

人であり， 高齢者や未成年等の幅広い対象者への

効果や， その他の運動機能に対して， どのような

効果を与えるのか検証が必要となるであろう．

まとめ
後進歩行練習は， 最大歩行速度を向上させ， 歩

行能力を即時的に改善させる有用なプログラムで

ある可能性が示された．
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